
「農」の最前線をお届けする、農業人のための広報紙
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　私たちNOSAI北海道は、農業保険事業をいままでも、これからも変わらずに適正かつ継続的に実践
することにより、地域の農業者及び関係者から信頼される存在であり続け、NOSAIのサステナビリティ
活動を通して、農業経営における「安心」と農村社会における「安全」を届けることを目指し、以下の基本
方針を掲げています。

　令和7年度に取り組んだサステナビリティ活動の一部をご紹介します。さまざ
まな活動を通じて、環境や地域社会に貢献したいと考えています。今まで私たち
NOSAI北海道が実践してきた活動はこれからも継続し、実践できていないこと
はやれることから取り組んでいこうと考えています。

北海道農業の未来のためにできることを１歩１歩

農業者の皆さまが実践する様々なチャレンジや日常の営農を農業保険により応援し、
農村社会の維持と発展に貢献します。（経済発展）

適正な獣医療による牛・馬・豚の健康を通して食の安全を守り、適正な授精業務と併せ
て食の安定供給にも貢献します。（経済発展）

ダイバーシティの概念により、働き方も含め、人とその権利を尊重し、NOSAIの事業に
関わるすべての人たちが活躍し、働き甲斐のある事業活動を推進します。（社会開発）

農村社会で地域住民が安心して生活できるように、地域の安全を見守ります。
（社会開発）

柔軟な働き方、紙資源の使用量削減や環境にやさしい運転への取り組みなどのCO₂削
減対策を通じて、地球環境の保護に努めます。（環境保護）

1

2

3

4

5

サステナビリティスローガン

NOSAI北海道 
サステナビリティ活動の取り組み

サステナビリティ基本方針
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　NOSAI北海道では３２名の障がい者を雇用しており、実雇
用率は法定雇用率の2.７％を上回っています。
　道央空知センターでは2名の障がい者を雇用し
ており、機構改革によるセンター勤務職員の増員に
併せて事務所改修工事を実施し、正面入口のス
ロープおよびバリアフリートイレを設置しました。障
がいをもつ職員だけでなく、歩行に不安のある人や
車いすを利用される人など、職員・組合員等関係者
を問わず来所するにあたって不自由のない環境を
整備しました。
　障がいのある方と共に働くことが当たり前の

日常となり、差別や偏見のない、多様性を受け入れる職場環
境づくりに努めていきます。

1.児童生徒への農業体験をサポート みなみ西部センター

　みなみ西部センターでは、北斗市立島川小
学校と函館大妻高等学校に、脱穀調整施設の
貸し出しを実施しています。函館大妻高等学
校食物健康科の生徒は、学科カリキュラムの
食育事業の一環として施設を利用していま
す。また、当センターの職員が児童生徒たちへ
米の脱穀や精米の体験学習に際してサポート
も実施しています。
　これからも地域の産業である農業を学ぶ手
助けを行っていきます。

3.産業廃棄物のごみ削減 道央宗谷留萌センター

　道央宗谷留萌センター管内の家畜診療所では、家畜の健
康を守ると共に、持続可能な畜産業の発展を目指し、サステ
ナビリティ活動の一環として産業廃棄物の削減に取り組ん
でいます。
　日々の診療では、動物医薬品の空容器や注射針などの使
用済み器具といった「産業廃棄物」のほかに、それらを包装し
ている紙箱などの「一般廃棄物」が発生します。今までは分
別意識が低く、
産業廃棄物に一
般廃棄物が混
入していること
が ありました
が、この分別を
徹底しました。

2.事務所改修でバリアフリー化を促進 道央空知センター

さらに、一般廃棄物は、リサイクル可能な種類ごとに分ける、
ハサミで裁断して体積を減らすなどして、廃棄回数を減らす
ことに成功しています。
　これからも、地域の組合員の安心と、地球環境の保護を両
立させるため、現場からできる環境負荷低減に取り組んでい
きます。

宗谷北部家畜診療所
宗谷中部家畜診療所
宗谷南部家畜診療所
留萌北部家畜診療所
留萌南部家畜診療所

令和６年度
14,100
29,000
19,250
15,300
2,720

令和７年度
12,250
28,050
18,550
12,060
2,640

減量
△1,850
△950
△700
△3,240
△80

(13.12%)

(3.28%)

(3.64%)

(21.18%)

(2.94%)

診療所名称
●産業廃棄物排出量 単位（kg）

最大
21％も
減量

熱心に脱穀体験をする小学生

共生社会を支えるバリアフリー設備を充実

分別の徹底で処理費用を削減

脱穀体験後の小学生からのお手紙

2026.9 Vol.262026.9 Vol.263



5.車両リース料金の一部をSDGsに 　ひがし統括センター

　ひがし統括センターでは、車両リース料金の0.1％相当額
を、SDGs（環境保全・子育て支援等）に取り組むNPO法人や
一般社団法人に寄付金として贈与する「SDGsリース『みら
い2030®』（寄付型）」（注1）のうち、SDGsリース自動車版
（注2）と契約しています。
　令和7年度は、28台分の契約を締結し、「SDGsリース『み
らい2030®』（寄付型）」を通じて、森林保全やカーボン・オフ

セットの活動をしている一般社団法人more trees（モア・トゥ
リーズ）に寄付し、森林保全活動に役立ててもらいました。
　今後は、約250台の車両リース契約を「SDGsリース『みら
い2030®』（寄付型）」に切り替える予定です。これらの活動
がSDGsの一助となるよう貢献していきます。 
（注1）三井住友ファイナンス＆リース株式会社提供
（注2）住友三井オートサービス株式会社（SMAS）提供、寄付手続きは

SMASにて実施

十勝統括センター4.身近な取り組みで未来を変える ― LED化の推進

　十勝統括センターでは、サステナビリティの取り組みの一
環として、環境負荷の低減と働きやすい職場づくりを目指し
た活動を進めています。その中でも、日常業務の身近な取り
組みの一つが「照明のLED化」です。
　LED照明は従来の蛍光灯に比べて消費電力が少なく、
CO₂排出量の削減につながるほか、長寿命であることから
廃棄物の削減にも貢献しています。当センターでは約10年
前からLED化を進め、令和7年度にLED照明への切り替えが
完了しました。導入にあたっては、LED照明は蛍光灯に比べ
て光の直進性が高いため、新築棟では机や手術台の配置を

考慮しながら照明の設置位置を工夫しました。
　その結果、十勝統括センター事務所の令和8年3月の消費
電力は前年同月比で約20％の削減を達成しました。また「社
内が明るくなり雰囲気が良くなった」といった声も寄せられ、
環境面だけでなく快適な職場環境づくりにもつながってい
ます。
　今後も環境に配慮した設備の導入と省エネルギー活動を
継続し、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを進めて
いきます。

従来の
蛍光灯

LED
照明

NOSAI北海道 
サステナビリティ活動の取り組み

一般社団法人more treesの掲げるSDGs達成目標

事務所の照明を従来の蛍光灯からLEDへ更新。省エネルギー化と作業環境の向上を図った
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N
O
S
A
I
で
は
、
農
業
生
産
過
程
で
発
生
す
る
損
害
の
未
然
防
止
を
支
援
す
る
取
り

組
み
と
し
て
防
除
等
機
械
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
農
業
保
険
加
入
者
を
構
成
員
に
含
む
共
同
利
用
組
織
ま
た
は
農
業
保
険
加
入
者
で
あ
り
、

か
つ
貸
付
期
間
中
、
貸
付
機
械
ご
と
の
対
象
共
済
事
業
ま
た
は
農
業
経
営
収
入
保
険
へ

の
加
入
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

②
貸
付
可
能
な
機
械
は
、
N
O
S
A
I
が
直
接
価
格
交
渉
で
き
る
メ
ー
カ
ー
に
限
る
こ
と
。

③
貸
付
期
間
は
６
年
間
の
期
間
と
な
る
こ
と
。

④
貸
付
料
は
機
械
の
購
入
相
当
額
と
し
、
毎
年
６
分
の
１
相
当
を
均
等
支
払
い
す
る
こ
と
。

⑤
防
除
等
機
械
貸
付
契
約
及
び
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

⑥
貸
付
機
械
に
貸
付
を
証
明
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
す
る
こ
と
。

⑦
貸
付
期
間
中
は
毎
年
、
貸
付
機
械
の
防
除
等
実

績
報
告
書
兼
借
受
機
械
保
有
報
告
書
を

N
O
S
A
I
に
提
出
す
る
こ
と
。

⑧
貸
付
期
間
中
に
、
借
受
人
や
防
除
組
織
名
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
防
除
等
機
械
借
受
人

変
更
届
を
N
O
S
A
I
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
令
和
8
年
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
N
O
S
A
I
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
９
年
度 

防
除
等
機
械
の
貸
付　

主
な
貸
付
要
件
等

申
込
期
限

対象種別 対象共済事業 規格と性能

散布幅が8m以上、薬液タンク容量がおおむね400ℓ以上であり、速度連動式等によるブー
ム装着を有する防除専門機械。

4条植え以上の乗用型田植機で、新規購入時に除草剤等散布機能を付加した田植機。

〈直装式ブーム型〉
散布幅が16m以上で、薬液タンクがおおむね1,000ℓ以上の性能を持ち、ブーム装着を有
する機械。
〈けん引式ブーム型〉
散布幅が20m以上で、薬液タンクがおおむね3,000ℓ以上の性能を持ち、ブーム装着を
有する機械。

15ps以上のエンジンを搭載し、散布幅が15m以上で、ホッパー容量が200ℓ以上を有す
る機械。

20ps以上のエンジンを搭載し、除雪幅が1.1m以上、除雪深さ70㎝以上、投雪距離が25m
以上を有する機械。

排気量20cc以上のエンジンを搭載し、薬液タンク容量7ℓ以上（薬剤5㎏以上）で、ラジコン
による無線遠隔方式の機械。

産業用無人ヘリコプター及びマルチローター式無人機で、航空法並びに農林水産省が設
定する「無人ヘリコプターによる農薬の空中散布に係る安全ガイドライン」及び「無人マル
チローターによる農薬の空中散布に係る安全ガイドライン」に基づき、適切な運用管理が
なされる機種。

上記機械の他に貸付対象として認められるもの。
（レーザーレベラー、温湯種子消毒機、畑作用潅水システム、果樹SS、園芸施設用ロボット
スプレーヤ等）

水稲自走式動力噴霧機

除草剤等散布機能付
田植機

走行式動力噴霧機

融雪剤散布機

除雪機

ラジコンボート

無人航空機

その他

水稲

麦・畑作物

水稲・麦・
畑作物

園芸施設

水稲

水稲・麦・
畑作物

　
令
和
８
年
産
秋
ま
き
小
麦
に
つ
い
て
、

冬
損
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
８
月
5
日
時
点
の
被
害
状
況

と
し
て
、
全
道
で
被
害
戸
数
が
1
8
4
戸
、

被
害
面
積
が
4
万
8
2
1
2
㌃
と
な
っ
て

お
り
、
戸
数
被
害
率
が
２.

4
％
、
面
積
被

害
率
０.

5
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
被
害
と
し
て
、
褐
色
小
粒
菌
核
病

や
黒
色
小
粒
菌
核
病
に
よ
る
株
の
枯
死
、

ま
た
冬
期
間
の
寒
冷
に
よ
り
、
株
が
浮
き

上
が
っ
て
枯
死
し
た
こ
と
に
よ
る
収
量
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　
令
和
８
年
産
畑
作
物
の
出
荷
実
績
を
把

握
す
る
た
め
、
全
相
殺
方
式
に
加
入
さ
れ

た
方
に
は
出
荷
実
績
等
報
告
書
（
兼
出
荷

伝
票
閲
覧
承
諾
書
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

出
荷
先
や
数
量
等
の
必
要
な
事
項
を
記
載

の
う
え
、
最
寄
り
の
N
O
S
A
I
ま
で
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
当
該
書
面

は
確
定
申
告
書
類
や
出
荷
先
の
農
業
協
同

組
合
や
業
者
等
の
調
書
と
も
内
容
を
突
合

し
て
い
ま
す
。
双
方
の
内
容
に
乖
離
が
あ

る
場
合
、
N
O
S
A
I
よ
り
照
会
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
で
転
作
や
廃
耕

を
行
う
場
合
、
当
該
事
象
を
勘
案
し
て
損

害
評
価
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
転
作

や
廃
耕
を
行
う
前
に
必
ず
最
寄
り
の

N
O
S
A
I
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
調
書
の
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
や

N
O
S
A
I
へ
の
申
告
無
し
に
よ
る
転
作

や
廃
耕
が
行
わ
れ
た
場
合
、
適
正
な
損
害

評
価
を
行
え
ず
、
正
確
に
共
済
金
が
算
定

で
き
ま
せ
ん
。
共
済
金
の
支
払
い
を
正
確

に
行
う
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
産
の
畑
作
物
に
つ
い
て
も
猛

暑
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
一
部

地
域
で
は
ひ
ょ
う
害
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ
る
減
収
が

み
ら
れ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
N
O
S
A
I

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。 

●表１　令和８年産秋まき小麦 冬損等被害状況

令
和
８
年
産　
冬
損
被
害
状
況

損
害
評
価
を
適
正
に
実
施
す
る

た
め
の
ご
協
力
の
お
願
い

畑
作
物
共
済
の

事
故
発
生
通
知
の
お
願
い

※農作物共済加入者のみ（収入保険加入者除く） ※令和８年８月５日時点

みなみ東部センター
（石狩・いぶり・日高）
みなみ西部センター
（後志・道南）
道央空知センター
道央上川センター

道央宗谷留萌センター
十勝統括センター
ひがし統括センター
オホーツク統括センター

全道計

1,287
666
90

2,946
22

1,923

651

238

689,409.3

124,512.0

1,174,473.0
578,644.7
66,215.1

4,269,125.0
32,263.0

2,256,202.0

16

0

40
24
4
47
0
53

3,160.9

0.0

15,154.4
3,849.2
475.3

15,390.0
0.0

10,183.0

3.1
3.6
4.4
1.6
0.0
2.8

1.3
0.7
0.7
0.4
0.0
0.5

2.5

0.0

0.5

0.0

統括センター等名 引受戸数 引受面積
（ａ） 被害戸数 被害面積

（ａ）
戸数被害率
（％）

面積被害率
（％）

7,823 9,190,844.1 184 48,212.8 2.4 0.5

積雪不足による冬損被害

生成AIを利用して作成したドローン操作による農薬散布の様子

降ひょうによるタマネギの被害

農

畑

作
物
・

作
物
共
済
の
お
知
ら
せか

い
り
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済
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業
経
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れ
る
こ
と
。

②
貸
付
可
能
な
機
械
は
、
N
O
S
A
I
が
直
接
価
格
交
渉
で
き
る
メ
ー
カ
ー
に
限
る
こ
と
。

③
貸
付
期
間
は
６
年
間
の
期
間
と
な
る
こ
と
。

④
貸
付
料
は
機
械
の
購
入
相
当
額
と
し
、
毎
年
６
分
の
１
相
当
を
均
等
支
払
い
す
る
こ
と
。

⑤
防
除
等
機
械
貸
付
契
約
及
び
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

⑥
貸
付
機
械
に
貸
付
を
証
明
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
す
る
こ
と
。

⑦
貸
付
期
間
中
は
毎
年
、
貸
付
機
械
の
防
除
等
実

績
報
告
書
兼
借
受
機
械
保
有
報
告
書
を

N
O
S
A
I
に
提
出
す
る
こ
と
。

⑧
貸
付
期
間
中
に
、
借
受
人
や
防
除
組
織
名
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
防
除
等
機
械
借
受
人

変
更
届
を
N
O
S
A
I
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
令
和
8
年
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
N
O
S
A
I
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
９
年
度 

防
除
等
機
械
の
貸
付　

主
な
貸
付
要
件
等

申
込
期
限

対象種別 対象共済事業 規格と性能

散布幅が8m以上、薬液タンク容量がおおむね400ℓ以上であり、速度連動式等によるブー
ム装着を有する防除専門機械。

4条植え以上の乗用型田植機で、新規購入時に除草剤等散布機能を付加した田植機。

〈直装式ブーム型〉
散布幅が16m以上で、薬液タンクがおおむね1,000ℓ以上の性能を持ち、ブーム装着を有
する機械。
〈けん引式ブーム型〉
散布幅が20m以上で、薬液タンクがおおむね3,000ℓ以上の性能を持ち、ブーム装着を
有する機械。

15ps以上のエンジンを搭載し、散布幅が15m以上で、ホッパー容量が200ℓ以上を有す
る機械。

20ps以上のエンジンを搭載し、除雪幅が1.1m以上、除雪深さ70㎝以上、投雪距離が25m
以上を有する機械。

排気量20cc以上のエンジンを搭載し、薬液タンク容量7ℓ以上（薬剤5㎏以上）で、ラジコン
による無線遠隔方式の機械。

産業用無人ヘリコプター及びマルチローター式無人機で、航空法並びに農林水産省が設
定する「無人ヘリコプターによる農薬の空中散布に係る安全ガイドライン」及び「無人マル
チローターによる農薬の空中散布に係る安全ガイドライン」に基づき、適切な運用管理が
なされる機種。

上記機械の他に貸付対象として認められるもの。
（レーザーレベラー、温湯種子消毒機、畑作用潅水システム、果樹SS、園芸施設用ロボット
スプレーヤ等）

水稲自走式動力噴霧機

除草剤等散布機能付
田植機

走行式動力噴霧機

融雪剤散布機

除雪機

ラジコンボート

無人航空機

その他

水稲

麦・畑作物

水稲・麦・
畑作物

園芸施設

水稲

水稲・麦・
畑作物

　
令
和
８
年
産
秋
ま
き
小
麦
に
つ
い
て
、

冬
損
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
８
月
5
日
時
点
の
被
害
状
況

と
し
て
、
全
道
で
被
害
戸
数
が
1
8
4
戸
、

被
害
面
積
が
4
万
8
2
1
2
㌃
と
な
っ
て

お
り
、
戸
数
被
害
率
が
２.

4
％
、
面
積
被

害
率
０.

5
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
被
害
と
し
て
、
褐
色
小
粒
菌
核
病

や
黒
色
小
粒
菌
核
病
に
よ
る
株
の
枯
死
、

ま
た
冬
期
間
の
寒
冷
に
よ
り
、
株
が
浮
き

上
が
っ
て
枯
死
し
た
こ
と
に
よ
る
収
量
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　
令
和
８
年
産
畑
作
物
の
出
荷
実
績
を
把

握
す
る
た
め
、
全
相
殺
方
式
に
加
入
さ
れ

た
方
に
は
出
荷
実
績
等
報
告
書
（
兼
出
荷

伝
票
閲
覧
承
諾
書
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

出
荷
先
や
数
量
等
の
必
要
な
事
項
を
記
載

の
う
え
、
最
寄
り
の
N
O
S
A
I
ま
で
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
当
該
書
面

は
確
定
申
告
書
類
や
出
荷
先
の
農
業
協
同

組
合
や
業
者
等
の
調
書
と
も
内
容
を
突
合

し
て
い
ま
す
。
双
方
の
内
容
に
乖
離
が
あ

る
場
合
、
N
O
S
A
I
よ
り
照
会
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
で
転
作
や
廃
耕

を
行
う
場
合
、
当
該
事
象
を
勘
案
し
て
損

害
評
価
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
転
作

や
廃
耕
を
行
う
前
に
必
ず
最
寄
り
の

N
O
S
A
I
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
調
書
の
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
や

N
O
S
A
I
へ
の
申
告
無
し
に
よ
る
転
作

や
廃
耕
が
行
わ
れ
た
場
合
、
適
正
な
損
害

評
価
を
行
え
ず
、
正
確
に
共
済
金
が
算
定

で
き
ま
せ
ん
。
共
済
金
の
支
払
い
を
正
確

に
行
う
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
産
の
畑
作
物
に
つ
い
て
も
猛

暑
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
一
部

地
域
で
は
ひ
ょ
う
害
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ
る
減
収
が

み
ら
れ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
N
O
S
A
I

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。 

●表１　令和８年産秋まき小麦 冬損等被害状況

令
和
８
年
産　
冬
損
被
害
状
況

損
害
評
価
を
適
正
に
実
施
す
る

た
め
の
ご
協
力
の
お
願
い

畑
作
物
共
済
の

事
故
発
生
通
知
の
お
願
い

※農作物共済加入者のみ（収入保険加入者除く） ※令和８年８月５日時点

みなみ東部センター
（石狩・いぶり・日高）
みなみ西部センター
（後志・道南）
道央空知センター
道央上川センター

道央宗谷留萌センター
十勝統括センター
ひがし統括センター
オホーツク統括センター

全道計

1,287
666
90

2,946
22

1,923

651

238

689,409.3

124,512.0

1,174,473.0
578,644.7
66,215.1

4,269,125.0
32,263.0

2,256,202.0

16

0

40
24
4
47
0
53

3,160.9

0.0

15,154.4
3,849.2
475.3

15,390.0
0.0

10,183.0

3.1
3.6
4.4
1.6
0.0
2.8

1.3
0.7
0.7
0.4
0.0
0.5

2.5

0.0

0.5

0.0

統括センター等名 引受戸数 引受面積
（ａ） 被害戸数 被害面積

（ａ）
戸数被害率
（％）

面積被害率
（％）

7,823 9,190,844.1 184 48,212.8 2.4 0.5

積雪不足による冬損被害

生成AIを利用して作成したドローン操作による農薬散布の様子

降ひょうによるタマネギの被害

農

畑

作
物
・

作
物
共
済
の
お
知
ら
せか

い
り
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令
和
８
年
度
の
加
入
に
あ
た
り
、
収
入

保
険
の
更
な
る
信
頼
確
保
の
た
め
、
新
た

に
３
つ
の
取
組
み
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

①
主
要
品
目
の
大
括
り
化
の
是
正

　
税
務
申
告
書
類
（
帳
簿
等
）
に
複
数
の

野
菜
や
果
実
な
ど
を
「
野
菜
そ
の
他
」
な

ど
大
括
り
に
し
て
い
る
場
合
で
見
込
収
入

金
額
が
１
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

極
力
品
目
ご
と
に
分
け
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

②
営
農
体
制(

労
働
力
等)

と
農
地
情
報
の

聞
取
り

　
※
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方

　
経
営
面
積
ま
た
は
作
付
面
積
が
前
年
か

ら
２
割
以
上
増
加
し
て
い
る
場
合
、
増
加

し
た
面
積
に
対
す
る
労
働
力
を
ど
の
よ
う

に
補
っ
た
の
か （
新
た
な
人
員
や
機
械
を
導

入
し
た
等
）
を
聞
取
り
さ
せ
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
特
例
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
そ

の
妥
当
性
を
記
録
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

③
詳
細
な
営
農
情
報
を
記
録

　
作
付
面
積
が
経
営
面
積
を
上
回
っ
て
い

る
場
合（
一
定
面
積
の
農
地（
＝
経
営
面
積
）

に
同
一
品
目
を
複
数
回
植
え
な
お
す
（
＝

作
付
面
積
）
も
の
）
は
、
そ
の
生
産
サ
イ

ク
ル
の
聞
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ

り
詳
細
な
営
農
情
報
を
記
録
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
３
つ
の
新
た
な
取
組
み
に
よ
り
、
加
入

者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
収
入
保
険
の
適
正
な
運
用
の
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
営
農
計
画
変
更
通
知
お
よ
び
事
故

発
生
通
知
を
お
忘
れ
な
く

　
作
付
面
積
が
変
わ
っ
た
な
ど
営
農
計
画

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
１
か
月
以
内

に
通
知
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
見
込
農
業
収
入
金
額
に
対
し
１
割
以

上
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
も
、
遅
滞

な
く
事
故
発
生
通
知
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
や
む
を
得
ず
速
や
か

に
通
知
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
遅
く

と
も
保
険
期
間
終
了
ま
で
に
は
通
知
を
お

願
い
し
ま
す
。
通
知
が
な
さ
れ
な
い
場
合

は
免
責
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
３
年
連
続
で
通
知
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
翌
年
の
収
入
保
険
加

入
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
通

知
に
は
、
従
前
の
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
ほ
か
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
月
始
期
以
降
の
法
人
経
営
の
方

は
期
限
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

郵
送
さ
れ
た
更
新
手
続
き
の
書
類
ま
た
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
Q
R
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の

　
登
録
商
標
で
す
。

収
入
保
険
の

お
知
ら
せ

　
父
か
ら
経
営
を
移
譲
さ
れ
た
翌
年

に
収
入
保
険
に
興
味
を
持
ち
、
職
員

の
丁
寧
な
説
明
か
ら
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
と
比
べ
収
入
保
険
で
は

掛
け
捨
て
部
分
が
半
分
に
抑
え
ら
れ

る
こ
と
に
価
値
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
保
険
適
用
に
な
っ
て
も
、
積
立
の

補
償
範
囲
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
等
級

が
上
が
ら
な
い
こ
と
や
、
総
収
入
が

減
少
し
な
い
年
に
単
品
補
償
の
共
済

金
を
受
け
取
る
こ
と
よ
り
収
入
全
体

を
補
償
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
収
入
の
大
部
分
を
占
め
る
ニ
ン
ジ

ン
と
ナ
ガ
イ
モ
が
補
償
さ
れ
る
の
は

安
心
で
す
。
野
菜
類
を
多
く
作
付
け

し
て
い
る
経
営
に
は
合
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
収
入
保
険
に
加
入
し
て
、

毎
年
の
契
約
の
更
新
も
楽
に
な
り
ま

し
た
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
お
世
話
に
な
ら

な
い
経
営
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
加
入
内
容
の
選
択
で
補
償
の

下
限
を
設
定
し
掛
金
を
抑
え
、
自
分

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
緊
張
感

を
常
に
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
父
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地
を
大
切

に
し
て
農
家
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
堅
実
な

経
営
を
し
て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

高
収
益
作
物
の
作
付
け
を
維
持
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
収
入
保
険
で

補
償
で
き
な
い
昨
今
の
資
材
高
騰
に

対
応
す
べ
く
緑
肥
を
活
用
し
た
土
壌

改
良
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
に
結
婚
し
、
今
年
の
６

月
に
は
子
ど
も
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

家
族
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

よ
り
一
層
頑
張
り
ま
す
！

幕別町 松田 俊哉さん（34）
まつ だ しゅん や

令和4年
1月加入

（加入5年目）

経
営
内
容

小
麦
、種
子
バ
レ
イ
シ
ョ
、小
豆
、大
豆
、

テ
ン
サ
イ
、ニ
ン
ジ
ン
、ナ
ガ
イ
モ
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン 

約
41
㌶

収入保険加入者の声
『入ってよかった！』の声をお届け

　

 

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

　

 

今
後
の
目
標
は
？

　

 

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　
滋
賀
県
出
身
で
、
北
海
道
の
農
業

に
関
心
を
抱
き
、
道
内
の
卸
売
市
場

に
３
年
間
勤
務
し
た
後
、
安
平
町
で

就
農
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
の
北
海
道
は
異
常
な
高

温
に
見
舞
わ
れ
、
農
作
物
に
被
害
が

発
生
し
、
自
身
も
経
営
に
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
主
力
の
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
夏
場
の
収
穫
量
が

平
年
の
１
〜
２
割
に
ま
で
落
ち
込
ん

で
し
ま
い
、
壊
滅
的
な
打
撃
と
な
り

ま
し
た
。
収
入
を
補
う
た
め
、
栽
培

面
積
の
拡
大
も
検
討
し
ま
し
た
が
、

現
在
の
規
模
で
も
時
期
に
よ
っ
て
は

作
業
が
追
い
つ
か
ず
、
繁
忙
期
に
は

ア
ル
バ
イ
ト
を
頼
み
な
が
ら
何
と
か

対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
安
易
に
規

模
拡
大
を
進
め
る
こ
と
は
難
し
く
、

先
行
き
の
見
え
な
い
中
で
試
行
錯
誤

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
安
が
、

農
業
保
険
へ
の
意
識
を
強
め
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
情
報
収
集
を
重
ね
、
同

業
者
で
先
に
加
入
し
て
い
た
農
業
者

か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
令
和
7
年
に

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
加
入
し
た
ば
か
り
の
収
入
保
険
で

す
が
、
初
年
度
に
大
き
な
減
収
は
無

く
、
今
の
と
こ
ろ
出
番
は
な
さ
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
さ
っ
爽
と
助
け
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
安

心
感
は
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

甘
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
も
現

在
の
規
模
を
維
持
し
な
が
ら
作
業
や

販
売
方
法
を
工
夫
し
て
、
よ
り
安
定

し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。

安平町 竹葉 淳さん（47）
たけ ば じゅん

令和7年
1月加入

（加入2年目）

経
営
内
容

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
23
棟

畑 

約
1・5
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今
後
の
目
標
は
？ 

　

 

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

　

 

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

令
和
８
年
度
契
約
の
基
準
収
入
金

額
算
定
時
よ
り
、新
た
な
引
受
審

査
の
取
組
み
が
始
ま
り
ま
す

令
和
９
年
契
約
の
継
続
の
お
手
続

き
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
好
き
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で

　
令
和
８
年
契
約
の
個
人
経
営
の
方
や
１

月
始
期
の
法
人
経
営
の
方
で
、
自
動
継
続

特
約
を
選
択
し
て
い
る
方
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

全
国
連
よ
り
「
自
動
継
続
の
ご
案
内
」
が

９
月
中
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
、

更
新
手
続
き
の
書
類
に
加
え
て
、
収
入
保

険
の
重
要
事
項
説
明
書
な
ど
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
更
新
手
続
き
の
書
類
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読

み
取
る
と
、
い
つ
で
も
契
約
更
新
が
行
え

ま
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
更
新
手
続
き

は
、
10
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
利
用
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
電

話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
ち
ら
の
場
合
は
11
月
末
が
更
新
の
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
更
新
手
続
き
の
書
類
に
は
、
現
在
の
契

約
内
容
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
お
手
続
き

の
際
に
変
更
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
よ
り

追
加
の
ご
確
認
等
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
収
入
保
険
の
契
約
更
新
を
希
望
し
な
い

場
合
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の
手
続
き
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
電
話
や
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈継続手続きの流れ〉

自動継続のご案内を
ご用意ください

スマートフォンで
QR コードを
読み取ります

画面の案内に
従って入力します

継続手続き完了！
1 2 3 4
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令
和
８
年
度
の
加
入
に
あ
た
り
、
収
入

保
険
の
更
な
る
信
頼
確
保
の
た
め
、
新
た

に
３
つ
の
取
組
み
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

①
主
要
品
目
の
大
括
り
化
の
是
正

　
税
務
申
告
書
類
（
帳
簿
等
）
に
複
数
の

野
菜
や
果
実
な
ど
を
「
野
菜
そ
の
他
」
な

ど
大
括
り
に
し
て
い
る
場
合
で
見
込
収
入

金
額
が
１
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

極
力
品
目
ご
と
に
分
け
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

②
営
農
体
制(

労
働
力
等)

と
農
地
情
報
の

聞
取
り

　
※
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方

　
経
営
面
積
ま
た
は
作
付
面
積
が
前
年
か

ら
２
割
以
上
増
加
し
て
い
る
場
合
、
増
加

し
た
面
積
に
対
す
る
労
働
力
を
ど
の
よ
う

に
補
っ
た
の
か （
新
た
な
人
員
や
機
械
を
導

入
し
た
等
）
を
聞
取
り
さ
せ
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
特
例
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
そ

の
妥
当
性
を
記
録
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

③
詳
細
な
営
農
情
報
を
記
録

　
作
付
面
積
が
経
営
面
積
を
上
回
っ
て
い

る
場
合（
一
定
面
積
の
農
地（
＝
経
営
面
積
）

に
同
一
品
目
を
複
数
回
植
え
な
お
す
（
＝

作
付
面
積
）
も
の
）
は
、
そ
の
生
産
サ
イ

ク
ル
の
聞
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ

り
詳
細
な
営
農
情
報
を
記
録
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
３
つ
の
新
た
な
取
組
み
に
よ
り
、
加
入

者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
収
入
保
険
の
適
正
な
運
用
の
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
営
農
計
画
変
更
通
知
お
よ
び
事
故

発
生
通
知
を
お
忘
れ
な
く

　
作
付
面
積
が
変
わ
っ
た
な
ど
営
農
計
画

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
１
か
月
以
内

に
通
知
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
見
込
農
業
収
入
金
額
に
対
し
１
割
以

上
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
も
、
遅
滞

な
く
事
故
発
生
通
知
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
や
む
を
得
ず
速
や
か

に
通
知
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
遅
く

と
も
保
険
期
間
終
了
ま
で
に
は
通
知
を
お

願
い
し
ま
す
。
通
知
が
な
さ
れ
な
い
場
合

は
免
責
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
３
年
連
続
で
通
知
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
翌
年
の
収
入
保
険
加

入
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
通

知
に
は
、
従
前
の
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
ほ
か
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
月
始
期
以
降
の
法
人
経
営
の
方

は
期
限
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

郵
送
さ
れ
た
更
新
手
続
き
の
書
類
ま
た
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
Q
R
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の

　
登
録
商
標
で
す
。

収
入
保
険
の

お
知
ら
せ

　
父
か
ら
経
営
を
移
譲
さ
れ
た
翌
年

に
収
入
保
険
に
興
味
を
持
ち
、
職
員

の
丁
寧
な
説
明
か
ら
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
と
比
べ
収
入
保
険
で
は

掛
け
捨
て
部
分
が
半
分
に
抑
え
ら
れ

る
こ
と
に
価
値
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
保
険
適
用
に
な
っ
て
も
、
積
立
の

補
償
範
囲
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
等
級

が
上
が
ら
な
い
こ
と
や
、
総
収
入
が

減
少
し
な
い
年
に
単
品
補
償
の
共
済

金
を
受
け
取
る
こ
と
よ
り
収
入
全
体

を
補
償
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
収
入
の
大
部
分
を
占
め
る
ニ
ン
ジ

ン
と
ナ
ガ
イ
モ
が
補
償
さ
れ
る
の
は

安
心
で
す
。
野
菜
類
を
多
く
作
付
け

し
て
い
る
経
営
に
は
合
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
収
入
保
険
に
加
入
し
て
、

毎
年
の
契
約
の
更
新
も
楽
に
な
り
ま

し
た
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
お
世
話
に
な
ら

な
い
経
営
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
加
入
内
容
の
選
択
で
補
償
の

下
限
を
設
定
し
掛
金
を
抑
え
、
自
分

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
緊
張
感

を
常
に
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
父
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地
を
大
切

に
し
て
農
家
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
堅
実
な

経
営
を
し
て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

高
収
益
作
物
の
作
付
け
を
維
持
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
収
入
保
険
で

補
償
で
き
な
い
昨
今
の
資
材
高
騰
に

対
応
す
べ
く
緑
肥
を
活
用
し
た
土
壌

改
良
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
に
結
婚
し
、
今
年
の
６

月
に
は
子
ど
も
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

家
族
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

よ
り
一
層
頑
張
り
ま
す
！

幕別町 松田 俊哉さん（34）
まつ だ しゅん や

令和4年
1月加入

（加入5年目）

経
営
内
容

小
麦
、種
子
バ
レ
イ
シ
ョ
、小
豆
、大
豆
、

テ
ン
サ
イ
、ニ
ン
ジ
ン
、ナ
ガ
イ
モ
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン 

約
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収入保険加入者の声
『入ってよかった！』の声をお届け

　

 

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

　

 

今
後
の
目
標
は
？

　

 

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　
滋
賀
県
出
身
で
、
北
海
道
の
農
業

に
関
心
を
抱
き
、
道
内
の
卸
売
市
場

に
３
年
間
勤
務
し
た
後
、
安
平
町
で

就
農
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
の
北
海
道
は
異
常
な
高

温
に
見
舞
わ
れ
、
農
作
物
に
被
害
が

発
生
し
、
自
身
も
経
営
に
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
主
力
の
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
夏
場
の
収
穫
量
が

平
年
の
１
〜
２
割
に
ま
で
落
ち
込
ん

で
し
ま
い
、
壊
滅
的
な
打
撃
と
な
り

ま
し
た
。
収
入
を
補
う
た
め
、
栽
培

面
積
の
拡
大
も
検
討
し
ま
し
た
が
、

現
在
の
規
模
で
も
時
期
に
よ
っ
て
は

作
業
が
追
い
つ
か
ず
、
繁
忙
期
に
は

ア
ル
バ
イ
ト
を
頼
み
な
が
ら
何
と
か

対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
安
易
に
規

模
拡
大
を
進
め
る
こ
と
は
難
し
く
、

先
行
き
の
見
え
な
い
中
で
試
行
錯
誤

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
安
が
、

農
業
保
険
へ
の
意
識
を
強
め
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
情
報
収
集
を
重
ね
、
同

業
者
で
先
に
加
入
し
て
い
た
農
業
者

か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
令
和
7
年
に

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
加
入
し
た
ば
か
り
の
収
入
保
険
で

す
が
、
初
年
度
に
大
き
な
減
収
は
無

く
、
今
の
と
こ
ろ
出
番
は
な
さ
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
さ
っ
爽
と
助
け
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
安

心
感
は
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

甘
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
も
現

在
の
規
模
を
維
持
し
な
が
ら
作
業
や

販
売
方
法
を
工
夫
し
て
、
よ
り
安
定

し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。

安平町 竹葉 淳さん（47）
たけ ば じゅん

令和7年
1月加入

（加入2年目）

経
営
内
容

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど 

ビ
ニ
ー
ル
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今
後
の
目
標
は
？ 

　

 

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

　

 

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

令
和
８
年
度
契
約
の
基
準
収
入
金

額
算
定
時
よ
り
、新
た
な
引
受
審

査
の
取
組
み
が
始
ま
り
ま
す

令
和
９
年
契
約
の
継
続
の
お
手
続

き
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
好
き
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で

　
令
和
８
年
契
約
の
個
人
経
営
の
方
や
１

月
始
期
の
法
人
経
営
の
方
で
、
自
動
継
続

特
約
を
選
択
し
て
い
る
方
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

全
国
連
よ
り
「
自
動
継
続
の
ご
案
内
」
が

９
月
中
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
、

更
新
手
続
き
の
書
類
に
加
え
て
、
収
入
保

険
の
重
要
事
項
説
明
書
な
ど
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
更
新
手
続
き
の
書
類
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読

み
取
る
と
、
い
つ
で
も
契
約
更
新
が
行
え

ま
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
更
新
手
続
き

は
、
10
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
利
用
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
電

話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
ち
ら
の
場
合
は
11
月
末
が
更
新
の
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
更
新
手
続
き
の
書
類
に
は
、
現
在
の
契

約
内
容
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
お
手
続
き

の
際
に
変
更
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
よ
り

追
加
の
ご
確
認
等
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
収
入
保
険
の
契
約
更
新
を
希
望
し
な
い

場
合
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の
手
続
き
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
電
話
や
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈継続手続きの流れ〉

自動継続のご案内を
ご用意ください

スマートフォンで
QR コードを
読み取ります

画面の案内に
従って入力します

継続手続き完了！
1 2 3 4
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N
O
S
A
I
北
海
道
で
は
、
令
和
７
年
度

１
年
間
で
69
件
の
労
災
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
特
に
診
療
や
人
工
授
精
業
務
中
に
発

生
す
る
労
災
事
故
が
大
半
を
占
め
ま
す
。

　
表
1
に
示
す
と
お
り
、
最
も
多
い
労
災
事

故
は
打
撲
で
す
。
こ
れ
は
、注
射
、蹄
病
治
療
、

直
腸
検
査
な
ど
の
作
業
時
に
家
畜
に
蹴
ら
れ

た
り
、
強
く
押
さ
れ
て
牛
舎
の
柱
や
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
り
、
挟
ま
っ
た
り
し
て
起
き
た
事

故
で
す
。
そ
の
他
、
家
畜
が
急
に
暴
れ
、
注

射
器
や
メ
ス
が
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
刺

創
や
切
創
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
職
員
が
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
で
、
診
療
体
制

に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
表
１
の
と
お
り
労

災
（
ケ
ガ
等
）
か
ら
の
復
帰
に
は
３
日
以
上

の
日
数
を
要
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
急
な
人
員
減
へ
の
対
応

は
難
し
く
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
労
災
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

N
O
S
A
I
で
は
安
全
靴
や
防
刃
グ
ロ
ー
ブ

の
装
着
な
ど
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

一
方
で
労
災
事
故
の
中
に
は
畜
主
の
立
会
い

が
な
く
、
技
術
職
員
が
単
独
で
診
療
・
人
工

授
精
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
発
生
し
た
も
の

が
含
ま
れ
て
お
り
、
畜
主
の
立
会
い
で
十
分

な
保
定
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
防
げ
る
場
面

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、労
災
事
故
防
止
の
他
に
、

畜
主
と
直
接
話
を
す
る
こ
と
で
、
抗
生
物
質

残
留
事
故
や
処
置
対
象
患
畜
の
取
違
い
な
ど

を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
診
療
・
人
工
授
精
時
の
立
会
い
と
家
畜
の

保
定
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

技
術
職
員
の

診
療・人
工
授
精
時
の
立
会
い・保
定
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
ご
協
力
を
！

労
災
事
故
防
止

獣医師 
人工授精師
動物看護師

打撲
切創
骨折
捻挫
咬傷
その他
0
1
2
3～5
6～10
11～

事故概要

復帰
までの
日数

19
2
0
9
0
2
2
1
7
15
2
0
0
1
3

18
0
0
9
2
2
2
1
2
13
1
1
2
0
1

15
4
0
8
0
1
0
1
9
15
0
2
0
0
2

11
0
0
4
1
0
0
0
6
8
0
0
1
0
2

63
6
0
30
3
5
4
3
24
51
3
3
3
1
8

年　代 20 30 40 50～ 計

●表1 令和7年度労災事故一覧（４月～３月末） 単位：人

職員は防刃グローブや安全靴を
着用して事故防止に努めています

　従来の繁殖検診は妊娠率の向上に重点が置かれてきましたが、今日では
牛群の更新頭数、交配計画、暑熱期の交配、ゲノム改良までを視野に入れた
検診が行われています。
　ここでは、酪農経営における繁殖検診の１つの戦略について紹介します。

酪農家の生産支援に向けた繁殖検診戦略

オホーツク統括センター　
北見家畜診療所

やまもと ひろ し

獣医師 山本　展司1. 改良を意識した交配計画

　まず、牛群の年間更新頭数に基づき通常10％増しの必要
メス子牛頭数を算出します。乾乳牛舎の過密や分娩頭数の
偏りを避けるため、月ごとのメス子牛妊娠目標頭数を設定
することが重要です。
　その上で、牛群の改良目標に合致した性選別精液を選択
し、遺伝的改良の進んでいる育成牛に優先して交配するこ
とで、改良を意識した必要なメス子牛の妊娠を確保します。

2. 暑熱期の交配戦略

　受胎率が低下する暑熱期においては、生胚移植や追移植
などの対策が一般的です。比較的受胎率が高い育成牛は、
暑熱期におけるメス子牛の妊娠確保を支える重要な役割を
担います。　
　しかし、育成牛の繁殖成績が思わしくない牛群では計画
通りに進まず、結果として受胎率の低い経産牛への交配割
合が増加し、全体の妊娠率が低下する原因となります。

3. 哺乳・育成期における管理の重要性

　胎子期を含めた哺乳・育成期の管理が不十分であれば、
優れた交配計画やゲノム改良を行っても期待通りの成果は
得られません。せっかく生まれた高いゲノム評価を持つ子
牛を、病気などで失うリスクもあります。
　この時期の適切な飼養管理は、将来の牛群の繁殖成績に
極めて大きな影響を及ぼします。

4. ゲノム改良のスピード向上

　メス子牛頭数を年間更新の10％増しの計画においては、
ゲノム評価の結果、牛群の目標に適さないと判定された子牛
であっても残さざるを得ず、改良のスピードが低下します。
　そこで、OPUを活用してゲノム成績上位の牛からの受精
卵を下位の牛に移植することで、牛群全体の遺伝的能力を
底上げします。市場で流通している受精卵を購入する際は、
事前にそのゲノム成績を確認し、牛群の成績と比較し、改良

したい形質が向上するかを十分に検討することが重要です。
　一方で、必要更新頭数以上のメス子牛を確保できれば、ゲ
ノム評価下位の子牛を保留せずに売却し、選抜圧を高めて
改良を進めることができます。
　どちらを採用するかは、育成牛舎の収容頭数や市場価格
の動向などを考慮し、各農場の経営状況に合わせて選択す
ることが推奨されます。

1000

DWP$
（ゲノム改良
総合指数）

DWP$の推移

-1000

2019年6月 生年月日順 2025年5月

（経産牛頭数82頭 検定日乳量/頭36.0㎏ 乳脂肪率4.56％ 乳価131円 予定分娩間隔397日）　

●当該繁殖事業および新戦略の推進により、ゲノム改良の進展と
　育成期肺炎や蹄病発生の減少が認められた農場

年推移でDWP$が増加し改良の進行が見て取れる

●3年間の月別子牛育成肺炎および蹄病の発生頭数推移

2023年度 2024年度 2025年度

2023年度 2024年度

2025年度
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　従来の繁殖検診は妊娠率の向上に重点が置かれてきましたが、今日では
牛群の更新頭数、交配計画、暑熱期の交配、ゲノム改良までを視野に入れた
検診が行われています。
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獣医師 山本　展司1. 改良を意識した交配計画

　まず、牛群の年間更新頭数に基づき通常10％増しの必要
メス子牛頭数を算出します。乾乳牛舎の過密や分娩頭数の
偏りを避けるため、月ごとのメス子牛妊娠目標頭数を設定
することが重要です。
　その上で、牛群の改良目標に合致した性選別精液を選択
し、遺伝的改良の進んでいる育成牛に優先して交配するこ
とで、改良を意識した必要なメス子牛の妊娠を確保します。

2. 暑熱期の交配戦略
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暑熱期におけるメス子牛の妊娠確保を支える重要な役割を
担います。　
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　一方で、必要更新頭数以上のメス子牛を確保できれば、ゲ
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これからの展望を語る沼田さん 「スイートコーンの出来が楽しみ」と話す森山さん

全国表彰で優良事例を発表する森山さんトマトの生育状況を確認する
木のぬくもりを感じるカフェ・デ・カミーノさまざまな賞を獲得した

ブランク・ハードサイダー・
ワークスのシードル

ト
コ
ー
ン
畑
が
一
望
で
き
、
自
然
の
中
で

落
ち
着
い
た
時
間
を
過
ご
せ
る
と
足
寄

町
の
憩
い
の
場
と
し
て
町
内
外
か
ら
人

気
を
博
し
て
い
ま
す
。

情
熱
注
い
だ

こ
だ
わ
り
の
シ
ー
ド
ル

　
沼
田
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
「
ブ
ラ

ン
ク
・
ハ
ー
ド
サ
イ
ダ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
」

で
は
、
道
内
で
は
珍
し
い
ク
ラ
フ
ト
シ
ー

ド
ル
の
醸
造
と
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

沼
田
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
ま
ご
こ

ろ
込
め
て
作
る
シ
ー
ド
ル
は
、
高
い
品
質

と
お
い
し
さ
で
足
寄
町
の
新
名
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
無
農
薬
・
無
肥
料
の
足
寄
産
リ

ン
ゴ
を
用
い
て
作
ら
れ
た
特
別
な
シ
ー
ド

ル
「
0 

U
N
I
Q
U
E
」
は
、
5
月

30
日
に
開
催
さ
れ
た
J
A
P
A
N

C
I
D
E
R 

C
U
P 

2
0
2
6
で

受
賞
す
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
沼
田
さ
ん
は
「
お
酒
が
あ
ま
り

得
意
で
は
な
い
人
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
、
誰
が
飲
ん
で
も
お
い
し
い
と
言
っ
て

く
れ
る
商
品
に
仕
上
が
っ
た
」
と
話
し
、

シ
ー
ド
ル
は
「
カ
フ
ェ
・
デ
・
カ
ミ
ー
ノ
」

や
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
な
ど
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

先
々
の
こ
と
を
見
据
え
て

幅
広
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
足
寄
町
螺
湾
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社
足
寄
ひ
だ
ま

り
フ
ァ
ー
ム
代
表
の
沼
田
正
俊
さ
ん

（
48
）
は
、大
豆
や
小
麦
、ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
な
ど
の
作
物
を
栽
培
す
る
畑
作
と
、

和
牛
の
素
牛
と
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
育
成
預

託
業
を
メ
イ
ン
に
営
農
す
る
傍
ら
、
地

元
住
民
や
観
光
客
が
集
う
「
カ
フ
ェ・デ・

カ
ミ
ー
ノ
」
の
経
営
と
、
多
数
の
大
会

で
賞
を
受
賞
し
て
い
る
「
ブ
ラ
ン
ク・ハ
ー

ド
サ
イ
ダ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
」
の
シ
ー
ド
ル

（
発
泡
性
果
実
酒
）
製
造
な
ど
、
多
方

面
で
足
寄
町
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
憩
い
の
カ
フ
ェ

　「
カ
フ
ェ
・
デ
・
カ
ミ
ー
ノ
」
は
足
寄

町
か
ら
阿
寒
町
へ
向
か
う
国
道
2
4
1

号
沿
い
で
通
年
営
業
し
て
い
る
カ
フ
ェで
、

木
の
温
か
み
を
感
じ
さ
せ
る
外
装
に
は

十
勝
産
の
カ
ラ
マ
ツ
、
内
部
の
白
い
壁
紙

に
は
足
寄
町

の
名
産
ラ
ワ

ン
ぶ
き
の
繊

維
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、

自
然
の
恵
み

を
存
分
に
堪

能
で
き
る
造

り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
カ
フ
ェ

の
店
内
か
ら

は
沼
田
さ
ん

が
作
付
け
し

て
い
る
ス
イ
ー

　
幅
広
い
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

沼
田
さ
ん
は
、自
身
の
経
営
に
つ
い
て「
こ

れ
か
ら
の
時
代
は
一
つ
の
こ
と
に
集
中
す

る
だ
け
で
は
い
け
な
い
時
代
に
な
っ
て
来

て
い
る
。
先
々
の
こ
と
を
見
据
え
て
今
で

き
る
こ
と
や
、
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
こ

と
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
異
常
気
象
や
物
価
高
騰
が
不
安
視
さ

れ
、
農
業
者
に
も
焦
燥
感
が
募
る
昨
今

で
、
地
域
に
明
る
い
ニュ
ー
ス
を
届
け
続

け
る
足
寄
ひ
だ
ま
り
フ
ァ
ー
ム
の
沼
田
さ

ん
は
、
そ
の
情
熱
と
郷
土
愛
を
胸
に
新

た
な
道
を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。

とし

足寄町 沼田 正俊さん
ぬま た まさ

変
動
に
よ
る
影
響
を
抑
え
、
変
化
に
強

い
経
営
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
表
彰
で
最
優
秀
賞
受
賞

持
続
可
能
な
農
業
へ
の
挑
戦

　
６
年
前
か
ら
作
付
け
を
始
め
た

ジ
ュ
ー
ス
用
加
工
ト
マ
ト
は
、
当
初
は
1

㌶
か
ら
栽
培
を
始
め
ま
し
た
が
、
技
術

の
向
上
や
作
業
体
系
の
確
立
に
よ
り
、

現
在
は
約
3
㌶
に
面
積
を
拡
大
し
ま
し

た
。
機
械
収
穫
に
適
し
た
ほ
場
づ
く
り

や
、
生
育
状
況
に
応
じ
た
肥
培
管
理
を

徹
底
し
、
高
温
や
干
ば
つ
、
豪
雨
と
い
っ

た
気
象
条
件
の
変
化
に
も
対
応
し
な
が

ら
安
定
し
た
生
産
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
の
一
つ

と
し
て
、
令
和
7
年
産
の
ジ
ュ
ー
ス
用

加
工
ト
マ
ト
の
収
穫
量
が
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
績
を
収
め
、
生
産
者
表
彰

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
複
合

経
営
と
輪
作
体
系
を
基
盤
に
、
着
実
に

経
営
の
幅
を
広
げ
て
き
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
森
山
さ
ん
は「
今
後
も
小
麦
や
大
豆
、

バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
と
の
輪
作
を
維
持
し
な

が
ら
リ
ス
ク
分
散
を
図
り
、
安
定
し
た

経
営
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。
ま
た
「
時
代
の
変
化
に
対
応

輪
作
体
系
に
高
収
益
作
物
を

導
入
し
さ
ら
な
る
安
定
経
営
へ

　
岩
見
沢
市
北
村
豊
正
の
有
限
会
社

森
山
農
場
の
代
表
森
山
文
雄
さ
ん

（
４１
）
は
、
直
播
水
稲
、
秋
ま
き
小
麦
、

大
豆
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
生
食
用
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
用
加
工
ト
マ
ト
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
総
栽
培
面
積
は
43
㌶
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
物
の
特
性
を
生
か
し
た
輪

作
体
系
を
構
築
し
、
生
産
性
の
向
上
と

経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

気
象
変
動
に
負
け
な
い

リ
ス
ク
分
散

　
近
年
は
気
象
変
動
の
激
化
や
資
材
価

格
の
高
騰
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
同
社
が
重
視
し
て
い
る
の

が
、
輪
作
体
系
を
基
盤
と
し
た
複
合
経

営
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
で
す
。
従
来
の

畑
作
物
に
加
え
、
直
播
水
稲
を
輪
作

体
系
に
取
り

入
れ
る
こ
と

で
作
業
時
期

の
分
散
や
収

益
機
会
の
確

保
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
つ

の
作
物
に
依

存
せ
ず
複
数

の
作
物
を
組

み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
収

量
や
価
格
の

す
る
た
め
、
新
た
な
高
収
益
作
物
に
も

挑
戦
し
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
を
見
据

え
ま
す
。

　
森
山
農
場
は
、
多
様
な
作
物
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
経
営
の
安
定
化
を
図

り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

ほ
う
せ
い

もり お

森山 文雄さん
やま ふみもり お

森山 文雄さん
やま ふみ

岩見沢市
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ロ
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ニ
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もり お

森山 文雄さん
やま ふみもり お

森山 文雄さん
やま ふみ

岩見沢市

ゼ
ロ

ユ
ニ
ー
ク

ら
わ
ん
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自慢のタマネギと磐瀬さん

プロサッカー選手の経験を持つ磐瀬さん

「肥料に頼らない牧草地づくりを目指します」と話す克基さん

「空手の教え子には全国大会へ出場する子もいます」と話す克基さん（後列左端）

た
い
」と
い
う
思
い
で
１
次
産
業
の
募
集

を
探
し
て
、
訓
子
府
町
龍
田
牧
場
に
就

職
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
に
は
近
隣
の

先
輩
農
家
の
指
導
を
受
け
、
植
え
付
け

や
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

農
業
法
人
の
代
表
と
し
て

営
農
を
ス
タ
ー
ト

　

令
和
８
年
か
ら
法
人
代
表
と
し
て
営

農
１
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
農

業
は
奥
が
深
く
未
知
の
こ
と
ば
か
り
で
、

空
き
時
間
を
見
つ
け
て
は
先
輩
農
家
の

方
か
ら
話
を
聞
い
て
回
る
な
ど
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
７
㌶
の
耕
地
に
タ
マ
ネ
ギ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
同
町
は
メ
ロ

ン
づ
く
り
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
メ
ロ
ン
栽

培
に
も
挑
戦
中
で
、
さ
ら
に
龍
田
牧
場

か
ら
出
る
牛
糞
を
活
用
し
て
、
循
環
堆

肥
で
畑
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
添
加

肥
料
の
購
入
量
を
抑
え
た
土
壌
改
良
を

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

規
模
拡
大
を
目
指
し
て

　

今
後
は
徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
て
、

タ
マ
ネ
ギ
や
テ
ン
サ
イ
、
小
麦
、
大
豆
な

ど
も
栽
培
す
る
予
定
で
す
。
除
草
や
散

水
な
ど
の
作
業
も
比
例
し
て
増
加
し
ま

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
か
ら

農
業
の
道
へ
キ
ッ
ク
オ
フ

　
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
国
内
外
で

活
躍
し
て
い
た
訓
子
府
町
の
磐
瀬
剛
さ

ん（
31
）は
、
令
和
８
年
２
月
６
日
に
農

業
法
人「
ホ
ナ
ミ
」を
設
立
し
て
、
本
格

的
に
農
業
経
営
を
始
め
ま
し
た
。タ
マ
ネ

ギ
を
主
に
メ
ロ
ン
栽
培
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
テ
ン
サ
イ
な
ど
の
畑

作
栽
培
に
も
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
選
手
か
ら
農
業
へ
転
身

　

千
葉
県
出
身
で
幼
少
期
か
ら
サ
ッ

カ
ー
に
魅
了
さ
れ
て
、
プ
ロ
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
高
校
は
サ
ッ
カ
ー
の
名
門

校
、
市
立
船
橋
高
校
に
入
学
、
高
校
在

学
中
に
京
都
サ
ン
ガ

Ｆ
Ｃ
の
ス
カ
ウ
ト
を
受

け
て
入
団
、
高
校
卒

業
後
の
平
成
26
年
に

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
国
内

外
の
チ
ー
ム
で
活
躍

し
て
い
ま
し
た
が
け
が

に
悩
ま
さ
れ
、リ
ハ
ビ

リ
期
間
を
経
て
復
活

を
果
た
し
た
も
の
の
、

令
和
６
年
に
現
役
を

引
退
し
ま
し
た
。

　

祖
父
が
コ
メ
農
家

だ
っ
た
こ
と
か
ら「
食

か
ら
人
の
役
に
立
ち

す
が
、
日
本
の
畑
事
情
に
合
っ
た
機
械

化
で
対
応
で
き
る
方
法
は
な
い
か
と
、

海
外
の
情
報
も
収
集
し
な
が
ら
、
大
き

な
目
標
実
現
に
向
け
て
日
々
勉
強

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
タ
マ
ネ
ギ
や
メ
ロ
ン
は
、
選

別
や
箱
詰
め
、
出
荷
ま
で
自
社
で
行
え

る
体
制
を
整
え
て
Ｊ
Ａ
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

な
ど
多
方
面
に
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

　

北
海
道
で
２
度
目
の
夏
を
迎
え
て
、

サ
ッ
カ
ー
で
培
っ
た
暑
さ
に
負
け
な
い
体

で
大
地
に
立
ち
、タ
マ
ネ
ギ
と
共
に
水
分

補
給
を
し
な
が
ら
除
草
作
業
に
励
ん
で

い
ま
す
。「
不
安
も
あ
る
が
、そ
れ
が
や

る
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。

体
制
で
経
営
し
て
い
て
、剛
さ
ん
は
「
ゆ

と
り
を
持
つ
た
め
、『
頑
張
ら
な
い
』
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
家
族
全
員
が

し
っ
か
り
休
み
を
取
れ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
、『
頑
張
ら
な
い
』
こ
と
を
頑

張
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

酪
農
家
だ
け
で
は
な
い
別
の
顔

　

克
基
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
続

け
て
き
た
空
手
の
経
験
を
生
か
し
、
週

３
回
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

　

克
基
さ
ん
は「
一
人
一
人
の
子
に
合
わ

せ
た
指
導
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。み
ん

な
に
空
手
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」と
気
を
吐
き
ま
す
。

　

続
け
て「
今
後
も
、
酪
農
業
で
生
活

を
支
え
な
が
ら
、
趣
味
や
娯
楽
を
楽
し

む『
好
き
な
こ
と
を
し
な
が
ら
生
活
で
き

る
』こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
笑
み
を
こ
ぼ
し
ま
す
。

勉
強
会
を
通
し
て
、
肥
料
に
頼
ら

な
い
牧
草
地
づ
く
り

　

克
基
さ
ん
は「
肥
料
に
頼
ら
な
い
牧

草
地
づ
く
り
」を
目
標
に
、
牧
草
の
伸
び

や
草
種
の
割
合
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

毎
月
、同
年
代
の
酪
農
家
と
一
緒
に
、

酪
農
と
趣
味
の

バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て

　
「
自
分
ら
し
さ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、

酪
農
経
営
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
お
も

し
ろ
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
庄
野
克
基
さ
ん
（
２９
）。
大
学
を

卒
業
後
、
標
茶
町
の
父
・
剛
さ
ん
（
６７
）

の
放
牧
酪
農
場
で
、
７
年
間
働
い
て
い

ま
す
。

　

牧
場
で
は
、搾
乳
牛
約
５０
頭
を
含
む
、

約
１
２
５
頭
飼
養
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
剛
さ
ん
、
克
基
さ
ん
を
含
め
た
４
人

化
学
肥
料
を
ど
の
よ
う
に
し
て
減
ら
す

か
、お
い
し
い
草
や
元
気
な
土
は
ど
ん
な

状
態
か
な
ど
、
土
壌
と
菌
に
関
す
る
勉

強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

克
基
さ
ん
は「
同
年
代
と
の
つ
な
が

り
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
交
流
を
通

し
て
得
た
知
識
や
、
困
っ
た
時
に
助
け

合
え
る
関
係
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
」

と
目
を
細
め
ま
す
。

標茶町 庄野 克基さん
しょう きかつの

磐瀬 剛さん
いわ せ ごう

訓子府町

た
つ
た

つ
よ
し
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「空手の教え子には全国大会へ出場する子もいます」と話す克基さん（後列左端）
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場
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就
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ま
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た
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は
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の

先
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を
受
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、
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収
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。
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回
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。
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、
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で
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日
に
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業
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人「
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立
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て
、
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に
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業
経
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を
始
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ま
し
た
。タ
マ
ネ

ギ
を
主
に
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に
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ま
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サ
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ま
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の
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橋
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に
入
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、
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在
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に
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都
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の
ス
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入
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、
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ま
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に
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に
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娯
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

※掲載している価格は取材時点のものです。

北見
市

　JAきたみらいで農業に従事する若手生産者で構成される、JAきたみらい
青年部が発案した「北海道ピーナッツおかき」が、同JAで販売しています。

本商品は、同JA青年部と芽室町のピーナッツ生産者グループがお互いの特産品を活かした新商
品づくりに意気投合したことから誕生しました。
　この商品はきたみらい産のもち米「きたゆきもち」と、芽室産のピーナッツを組み合わせたお
かきです。青年部メンバーが中心となり何度も試作を重ね、素材の風味を最大限に引き出した揚
げおかきを塩味に仕上げました。サクッとした軽い食感と香ばしい風味が特徴で、北海道二大農
産地の若手生産者のこだわりが詰まった一品です。女満別空港や新千歳空港、北見市内の商業
施設で販売されており、現在品薄になるほど人気を集めています。
　地域の強みが結集して生まれた新しい味を、ぜひご賞味ください。

お客さまに喜んでもらえる直売所
　石狩市生振地区にある中田農園の直売所は中田直
幸さん（54）の父が35年以上前に始めました。当時は
規模の小さい無人販売からのスタートでしたが、徐々

に規模を拡大し、今では倉庫の一角で営む姿となりました。営業期間は毎
年3月下旬から11月までで、長いも、ごぼう、ジャガイモ、大根などの根菜
類のほかにも、トマト、キュウリなど多くの品
目を販売しています。
　そのほかにも、霊園が近くにあり直売所を
訪れる人から「花はないか」との声が多く、要
望に応えたいという思いから花き栽培を始
めて現在では花き販売も行っています。機会
がありましたら、ぜひお立ち寄りください。

絶景スポットで上士幌グルメを満喫

ひとつひとつ丁寧に焼き上げた自慢の逸品
　留萌市内で店舗を構える老舗菓子店「夕日のまちのお菓子屋さん
ルモンド（代表取締役 松村泰年さん(59)」が運営している「道の駅る
もい ルモカフェ」では「りんごのパイ」が地元の方はもちろん、観光

客からも人気を得ています。
　リンゴは時期によって品種を変え3種類使用。主に増毛産を使い、果実を潰さず果肉
感を残した状態で「増毛産アカシアはちみつ」に漬け込み、北海道産バターを練り込んだ

手折りパイで包みあげ、ひとつひとつ丁寧に焼き
上げています。
　「道の駅るもい」のみで購入できる限定商品のため多い時では1日約300個販売する大
人気商品です。「りんごのパイ」のほかにも天塩町 宇野牧場の牛乳を使用した「moppe 
milk(モッペミルク)ソフトクリーム」や「固すぎるプリン」など気になる商品が盛りだく
さん！　留萌市へお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

別海
町

上士幌
町石狩

市

　公共牧場では日本一の広さ約1,700ha（東京ドーム358個分）をもつナ
イタイ高原牧場の入口ゲートを進んだ標高800ｍ付近に天望カフェ「ナイ
タイテラス」があります。

　足元から天井まで全面ガラス窓の開放的な空間スペースで、食事を楽しみながら牧場と広
大な十勝平野を見下ろすことができる上士幌町の絶景スポットです。
　営業期間は４月下旬から10月下旬まで、期間中無休で9：00～17：00まで営業しています。
　ナイタイテラスを運営する㈱karchでは、上士幌町産農産物の加工製造に
こだわった種類豊富なオリジナル商品の土産品と、同社オリジナル上士幌フ
レッシュミルクのソフトクリームをはじめ、地元ブランドの十勝ナイタイ和牛
のハンバーガーやロコモコ丼、十勝ハーブ牛のローストビーフ丼などのメ
ニューがあります。絶景を眺め、澄んだ空気の中でぜひ上士幌グルメを味わっ
てみてください。

留萌
市

心身ともにリフレッシュ
「クローバーハウス西春別温泉」
　別海町西春別にある「クローバーハウス西春別温泉」は、
宿泊のほか日帰り入浴することもできる温泉宿泊施設で

す。館内は落ち着いた雰囲気で、ゆったりとした時間を過ごすことができます。
　温泉は、源泉かけ流しのモール温泉で、茶褐色のお湯が特徴です。別名「美肌
の湯」とも呼ばれ、地域住民にも親しまれています。露天風呂とサウナもあり、
屋内外それぞれで入浴を楽しむことができます。
　施設内にはレストランも併設され、地域の食材を使った料理が提供されてい
ます。人気メニューの「生姜焼きセット」は阿寒ポークが使用され、白米、みそ
汁、サラダが付いたボリュームのある内容です。食事と温泉、どちらも楽しむこ
とができるのも、この施設の魅力の一つです。

　日頃の疲れを温泉で癒し、地域の
食材を生かした食事を味わうことが
できる「クローバーハウス西春別温
泉」に、ぜひ足を運んでみてはいかが
でしょうか。

北見と芽室の特産が融合！
若手農家が生んだ「北海道ピーナッツおかき」好評発売中

おやふる なか た なお

ゆき

まつむらやすとし

カーチ

商品を手にPRする
JAきたみらいの八重樫さん

北海道ピーナッツおかき 1箱4袋入 1,296円

りんごのパイ 550円

生姜焼きセット 1,600円

ナイタイバーガー 1,280円

500円
150円
80円

大人
小学生
未就学児

日帰り入浴
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農協のトマトカレー

今月号の表紙今月号の表紙

　JA新はこだては道南の渡
島・檜山地域の多くの町村
を管轄する農業協同組合で
す。その管内にある北斗市
では地の利を活かしたトマ
ト栽培が盛んで、北海道有
数のトマト産地の街となっ
ています。
　「農協のトマトカレー」は、「北斗市野菜生産出荷組合トマト部会」が生産したトマトを
ふんだんに使用したトマトピューレがたっぷりと加えられたカレーで、甘味と酸味のバラ
ンスが良く、トマトが苦手な方でも食べやすい仕上がりになっています。
　また、へたの部分をアクセントにトマトが描かれているなどパッケージにも工夫が凝ら
されており、見た目からもおいしさを引き出しています。そんなこだわりぬいたトマト
カレーをぜひお楽しみください。

クイズに答えてプレゼントを当てよう！

前号の
答え

A1 北岳

A2 ８県

kouhou@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 
札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和8年10月23日（金）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそ
のご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話
番号・上記クイズの答えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご
意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

応募方法
応募フォーム正解者の中から

抽選で30名の方に
プレゼントします！

今回の
プレゼント

応募〆切り
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次の□に漢字を入れて2字
熟語を完成させよう！
2つの漢字を合わせると・・・？
漢字は矢印の方向に読んで
ください。

バレイショの品質を確認する辰哉さんバレイショの収穫が最盛期を
迎えていました
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ホームページからお問い合わせの場合、
ご回答にはお時間をいただく場合があり
ますのでご了承ください。

ＮＯＳＡＩ北海道からの
お知らせ

ＮＯＳＡＩ北海道からの
お知らせ

7月  7日～8日
7月10日

7月27日
8月  3日
8月19日～20日

第2回農作専門委員会 
第2回総務専門委員会（TV会議） 
第2回労務衛生委員会（TV会議） 
第2回家畜専門委員会（TV会議） 
第2回経営計画委員会（札幌）
第1回総代代表者会議（TV会議）
第3回監事会   

8月20日

8月21日

第3回総務専門委員会（札幌）  
第3回労務衛生委員会（札幌）  
第3回農作専門委員会（札幌）  
第3回家畜専門委員会（札幌）
第4回理事会（札幌）  

組合の動き
7月～8月

組合で開催された
主な会議等を掲載します。

農業共済新聞は毎週水曜日（月４回）の発行です

組合員の年間購読料
年極め 3,840円（税込）

※通常の購読料は5,520円ですが、 組合員は
　1,680円の割引が適用されます。

広報紙へのご意見や地域の話題をお寄せください
　広報紙をより身近で親しみやすいものにするため、皆さまから
のご意見・ご感想を募集しています。
　「こんな話題を取り上げてほしい」「この取り組みを紹介してほ
しい」「表紙に載りたい！」など、記事のアイデアや地域の話題、イ
ベント情報などをお寄せください。
　皆さまからの情報提供をお待ちしています。ぜひ、お気軽にご
連絡ください。

NOSAI北海道 総務部総務グループ広報担当
〇電話：011-271-7212
〇E-mail：kouhou@nosai-do.or.jp

二次元コードからのアクセスはこちら▶

　なお、NOSAI北海道ホームページのお問い合わせフォームか
らもご応募・お問い合わせいただけます。

NOSAI北海道ホームページの上部からアクセスできます

　NOSAI北海道では、組合員を対象に、年間5,520円
の購読料に、1,680円の助成を行っています。
　また、これまでに購読したことがない方でも2カ月間
無料お試しキャンペーンも実施しています。
　さらに、これまでに農業保険に加入したことがない新
規加入者の方には、1年間無料キャンペーンも実施して
います。詳細は、お近くのNOSAIまでご連絡ください。
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企画・発行／北海道農業共済組合
発行責任者／森谷 浩明
デザイン・印刷／株式会社須田製版

札幌市中央区北４条西１丁目１番地 北農ビル15階
TEL.011-271-7212　FAX.011-232-3246
URL https://www.nosai-do.or.jp

広報紙

材料（2人分）
• かぶ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
• かぶの葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
• ブルーチーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
• オリーブオイル・・・・・・・・・・・・・・・・・・
• 粗びき黒こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2個
適量
30g

大さじ1
適量

焼くだけで甘い　
とろけるブルーチーズとかぶ

芳醇な純米酒や白ワインを合わせると、ブルー
チーズのコクとかぶの甘みがより引き立ちます。
ブルーチーズ以外でもおいしく作れます。
カマンベールならコクがありマイルドに、シュレッ
ドチーズ（ピザ用チーズ）なら香ばしくとろ～りと
仕上がります。

かぶは焼き色がつくまでじっくり焼くと、甘みがぐっと引き立ちます。ブルー
チーズは弱火で溶かすことで、なめらかに全体へ絡みます。粗びき黒こしょうを
お好みで少し多めにふると味が引き締まり、お酒にもよく合います。

弱火にし、ブルーチーズを加えます。チーズがと
ろりと溶けて全体に絡んだら火を止め、器に盛り
付けます。仕上げに粗びき黒こしょうをふって完
成です。

フライパンでオリーブオイルを熱し、かぶを並べ
ます。中弱火で両面にこんがり焼き色をつけな
がら火を通します。かぶがやわらかくなったら、
かぶの葉を加えてさっと炒めます。

酒正 土井商店 ブランドマネージャー
上川大雪酒造アンバサダー
SSI日本酒唎酒師／ソムリエ
ホームパーティー検定®認定講師（日本ホームパーティー協会）

NHKテキスト「きょうの料理」スタイリング・コラム掲載。草土出版『最上のおもてな
し』掲載。月刊誌『poroco』「気軽にゆるりとおうち飲み」特集にて提案・セレクトを
担当。美酒コンクール正規審査員。北海道知事認定「北海道らしい食づくり名人」。

日本酒を通して、人と食卓、季節をつなぐ時間の提案を続けている。

北海道を拠点に、旬の野菜を生かしたレシピや食卓の楽しみ方を提案。日本酒を
特別なものではなく、日々の食卓や暮らしの中で楽しむライフスタイルをテーマ
に、料理や食卓スタイリングなど、食とおもてなしのアイデアを発信している。

おかざきおかこ 日本酒ライフスタイルディレクター
Japanese Sake Lifestyle Director

Instagram
＠okacofestavolo

調理時間

作り方
かぶは皮付きのまま8等分のくし形に切ります。
かぶの葉は1cm幅に切り、ブルーチーズは手で
ほぐしておきます。




